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【平成23年度（第２次補正）】
・原子力被災者・子ども健康基金　78,200百万円【エネルギー特会】

施策の内容

○福島県は、国が平成23年度第二次補正により拠出した「福島県民健康管理基金」を活用し、ホールボ
ディカウンタによる県民の内部被ばく検査を進めている。
○また、異なるバックグラウンド線量の地域や異なるメーカーのホールボディカウンターであっても、十
分な信頼性のもと線量推計が行われ、データ間比較ができるようにホールボディーカウンターの校正等
について調査研究を行うとともに、安心・リスクコミュニケーション事業等の中で専門家による放射線の
健康に与える影響等の説明なども行っているところ。

施策の進捗状況及び今後の予定

○平成25年２月末までにホールボディカウンターにより約11.9万人の内部被ばく検査を行い、99.9％以
上の方が１ｍSv未満であった。平成25年度末までに、県内の18歳未満の方及び妊婦に対して検査を行
う予定。
○なお、県外については、現時点では、新潟県、青森県、広島県、長崎県に避難された方は、受診する
ことが可能な体制を整備したところ。（※栃木県においては、移動式ＷＢＣを用いて平成25年３月（約１週
間）に検査を実施）

予算措置の状況
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